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序

序

　
神
谷
不
二
先
生
は
新
設
の
東
洋
英
和
女
学
院
大
学
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
る
た
め
、
平
成
三
年
三
月
を
も
っ
て
選
択
定
年
で
後
退
職
に

な
っ
た
。
昭
和
四
十
五
年
四
月
に
大
阪
市
立
大
学
よ
り
転
じ
て
慶
懸
義
塾
大
学
法
学
部
の
教
授
に
就
任
さ
れ
て
以
来
、
御
在
職
の
期
間
は

二
十
一
年
の
長
き
に
わ
た
る
。
こ
の
間
、
先
生
は
、
学
部
、
大
学
院
を
通
じ
て
国
際
政
治
学
の
講
義
、
演
習
と
特
殊
研
究
、
さ
ら
に
ゼ
、
・
・

ナ
ー
ル
を
担
当
し
て
こ
ら
れ
た
。

　
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
神
谷
先
生
は
戦
後
の
日
本
に
お
け
る
国
際
政
治
研
究
の
パ
イ
オ
ニ
ア
の
ひ
と
り
で
あ
ら
れ
る
。
神
谷
先

生
に
私
が
初
め
て
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
、
私
が
博
士
課
程
に
進
ん
で
、
国
際
政
治
学
御
担
当
の
内
山
正
熊
先
生
の
副
手
と
な
っ
た
最
初

の
京
都
の
学
会
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
の
学
会
の
散
会
し
た
あ
と
内
山
先
生
は
五
、
六
人
の
新
進
国
際
政
治
学
者
と
近
く
の
喫
茶

店
に
入
ら
れ
た
が
、
そ
の
席
で
神
谷
先
生
に
ご
紹
介
を
頂
い
た
。
そ
の
時
の
童
顔
の
先
生
の
お
顔
を
今
で
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
る
。
あ

る
日
、
当
時
若
手
教
授
の
中
心
で
あ
っ
た
石
川
忠
雄
塾
長
に
呼
ば
れ
、
イ
ン
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
排
し
、
政
治
学
科
の
活
性
化
を
は
か
る

た
め
に
神
谷
不
二
教
授
を
招
へ
い
し
た
い
と
思
う
が
、
君
た
ち
若
い
者
の
意
見
は
ど
う
だ
と
い
う
お
尋
ね
が
あ
っ
た
。
大
賛
成
で
す
、
神

谷
先
生
に
か
ぎ
ら
ず
何
人
か
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
の
ホ
ー
プ
を
お
招
ぎ
頂
い
て
政
治
学
科
の
飛
躍
を
は
か
る
べ
き
で
す
と
答
え
た
こ
と
を
覚

え
て
い
る
。
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先
生
の
招
へ
い
は
大
成
功
で
あ
っ
た
。
先
生
の
ゼ
ミ
に
は
多
く
の
政
治
学
科
の
俊
秀
が
集
ま
り
、
大
学
院
で
も
多
く
の
弟
子
を
育
て
ら

れ
た
。
先
生
の
御
講
義
は
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
随
所
に
寸
鉄
人
を
刺
す
よ
う
な
コ
メ
ソ
ト
が
加
え
ら
れ
、
時
と
し
て
思
わ
ぬ
脱
線

を
も
っ
て
学
生
を
喜
ば
さ
れ
る
、
反
面
、
受
講
に
つ
い
て
は
厳
し
い
自
律
性
を
求
め
ら
れ
、
「
講
義
中
ノ
入
室
ヲ
禁
ズ
」
の
貼
り
紙
が
怠
惰

に
慣
れ
た
学
生
を
驚
か
せ
、
鮮
烈
な
印
象
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
神
谷
先
生
は
ま
た
国
の
内
外
で
幅
広
く
言
論
活
動
に
従
事
さ
れ
、
国
際
会
議
や
政
府
委
員
会
で
現
実
政
策
に
関
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
提

言
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
。
ま
た
学
会
活
動
で
は
日
本
国
際
政
治
学
会
、
国
際
法
学
会
、
平
和
安
全
保
障
研
究
所
、
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、

立
法
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
の
理
事
や
韓
国
国
際
関
係
研
究
所
顧
間
、
日
米
欧
三
極
委
員
会
委
員
を
務
め
ら
れ
、
文
部
省
教
科
用
図
書
検
定

調
査
審
議
会
委
員
の
要
職
に
も
就
い
て
お
ら
れ
る
。

　
神
谷
先
生
は
す
で
に
新
設
間
も
な
い
大
学
で
学
問
へ
の
情
熱
を
ま
す
ま
す
旺
盛
に
さ
れ
、
門
下
生
を
叱
陀
激
励
し
て
研
究
を
す
す
め
て

お
ら
れ
る
。
神
谷
先
生
の
将
来
に
わ
た
る
御
健
康
と
一
層
の
御
活
躍
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
先
生
と
研
究
・
教
育
活
動
を
共
に
し
、
あ

る
い
は
そ
の
御
指
導
の
下
に
育
っ
た
同
僚
な
ら
び
に
後
進
の
寄
稿
す
る
こ
の
論
文
集
を
捧
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
年
の
慶
感
義
塾
と
慶

慮
義
塾
大
学
法
学
部
に
対
す
る
先
生
の
御
貢
献
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　
　
平
成
三
年
十
一
月

法
学
部
長

堀
　
　
江

湛
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